
行
政
研
究

地
区
計
画
制
度
の
概
要
と
検
討
課
題

　
昭
和
五
十
五
年
五
月
一
日
、
都
市
計
画
法
お

よ
び
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
地
区

計
画
制
度
が
法
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
の
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ま
も
な
く
公
布
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
政
令
の
内
容
お
よ
び
各
自
治
体
の
対

応
に
よ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
自
治

体
の
計
画
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
者
と
し
て
、
こ

の
制
度
の
基
本
的
性
格
、
内
容
、
活
用
の
可
能

性
等
に
つ
い
て
若
干
の
研
究
を
し
た
結
果
を
ま

と
め
た
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
あ
る

面
で
は
独
断
で
あ
り
ま
た
偏
見
で
あ
る
可
能
性

を
内
包
す
る
点
を
初
め
に
お
こ
と
わ
り
す
る
と

共
に
、
読
者
の
方
々
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と

思
う
。

制
度
成
立
の
経
緯
等
か
ら
み
た

基
本
的
性
格

　
大
正
八
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
都
市
計
画
法
が

昭
和
四
十
四
年
に
抜
本
改
正
さ
れ
、
都
市
計
画

の
主
た
る
権
限
が
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
移
さ

れ
た
。
都
市
計
画
の
内
容
も
、
線
引
き
用
途
地

域
等
、
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
と
道
路
等
の

都
市
施
設
の
計
画
を
基
本
と
し
て
、
開
発
許
可

に
よ
り
具
体
の
土
地
利
用
を
統
御
し
て
い
く
と

い
う
極
め
て
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
も
の
と
な

っ
た
。
こ
の
制
度
は
英
米
の
都
市
計
画
法
制
の

研
究
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

表－1　制度化の経緯

46・ 7 ・28　建築審議会に対し諮問「市街地環境の整備の促進のだ

　　　　　　めの方策」

49・ 1 ・28　建築審議会より答申「市街地環境の整備の促進のため

　　　　　　の方策に関する答申―法制の整備等について（第一次）

　　　　　　－」

51・ 7 ・21　都市計画中央審議会に対し諮問「長期的視点に立った

　　　　　　都市整備の基本方向について」

51・ 8 ・31　都市計画中央審議会総合部会（以後計14回開催）

53・ 4 ・21　都市計画中央審議会（以後54年８月まで総合部会，総

　　　　　　合部会の中のコアグループ,総合的市街地整備分科会，

　　　　　　大都市・地方都市分科会を計36回開催）

54・ 9 ・26　都市計画中央審議会総合部会と建築審議会建築行政部

　　　　　　会市街地環境分科会の合同会議（以後計４回開催）

54・11・28　建築審議会建築行政部会及び総合建築審議会より答申

54・12・ 5　都市計画中央審議会より答申「長期的視点に立った都

　　　　　　市整備の基本方向について」

55・ 3 ・14　都市計画法及び建築基準法の一部改正法案閣議決定

55・ 4 ・23　都市計画法及び建築基準法の一部改正法案成立

55・5・1　同案公布

　
さ
て
、
地
区
計
画
制
度
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ

ま
の
迂
余
曲
折
を
通
じ
て
こ
の
制
度
が
成
立
し

た
経
緯
を
聞
く
と
、
当
初
の
発
想
と
し
て
は
、

都
市
計
画
法
の
体
系
と
は
別
途
に
、
地
区
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
つ
く
る
必
要
が
あ

岸
田
比
呂
志

高
橋
　
和
也

建
築
基
準
法
の
遊
離
し
た
部
分
、
あ
る
い
は
両

者
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
た
部
分
に
、
地
区
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
立
場
か
ら
何
ら
か
の
制
度

的
な
補
完
を
企
図
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
制

度
化
の
経
緯
は
表
―
1
参
照
）
。

制
度
の
概
要
と
注
意
す
べ
き
点

る
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

　
（
こ
の
制
度
が
主
と
し
て
西
独

の
建
築
詳
細
計
画
＝
通
称
Ｂ
プ

ラ
ン
に
関
す
る
研
究
を
も
と
に

形
成
さ
れ
て
い
る
点
、
お
よ
び

立
法
の
過
程
で
地
区
建
設
計
画

法
の
検
討
が
行
わ
れ
た
点
な
ど

か
ら
）
。
し
か
し
最
終
的
な
形
を

み
る
と
、
都
市
計
画
法
の
体
系

を
前
提
に
し
た
上
、
そ
こ
で
抜

け
落
ち
て
い
る
部
分
を
地
区
と

い
う
局
面
で
拾
い
あ
げ
、
所
定

の
手
続
き
を
経
た
上
で
建
築
基

準
法
に
よ
る
個
別
的
な
規
制
に

結
び
つ
け
る
形
が
と
ら
れ
て
い

る
。
総
じ
て
い
え
ば
従
来
問
題

と
さ
れ
て
い
た
都
市
計
画
法
と

　
制
度
の
概
要
は
表
―
２
に
掲
げ
た
と
お
り
で

あ
る
が
、
以
下
各
項
目
に
関
し
て
注
意
す
べ
き

点
を
挙
げ
て
お
く
。

　
決
定
主
体
は
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。
線
引

き
、
用
途
地
域
の
計
画
決
定
が
知
事
決
定
と
な

っ
て
い
る
点
と
対
照
的
で
あ
り
、
よ
り
地
区
に

密
着
し
た
運
用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
手
続
的
に
は
現
行
の
都
市
計
画
決
定
の
手
続

き
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
案
作
成
時
に
土

地
所
有
者
等
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
。
地
区
計
画
制
度
は
地
区

一

二

決
定
主
体

決
定
手
続
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毎
の
特
性
に
応
じ
た
計
画
規
制
で
あ
る
の
で
、

従
来
の
制
度
以
上
に
地
元
の
参
加
を
必
要
と
す

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
元
参
加
、
地

元
合
意
の
方
法
論
の
確
立
が
本
制
度
の
カ
ギ
で

あ
る
。

　
地
区
計
画
の
対
象
と
な
る
事
項
は
、
大
き
く

二
分
さ
れ
る
。
ま
ず
、
地
区
計
画
区
域
を
決
め
、

表―２　制度の概要

こ
の
中
で
の
計
画
の
目
標
を
設
定
し
、
地
区
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
定
め
る
。
次

に
、
地
区
整
備
計
画
を
定
め
る
区
域
を
決
め
、
地

区
内
の
地
区
施
設
（
道
路
・
公
園
等
で
都
市
計

画
施
設
以
外
の
も
の
）
の
配
置
と
規
模
、
建
築
物

等
の
用
途
。
形
態
等
に
関
す
る
事
項
、
土
地
の
利

用
の
制
限
に
関
す
る
事
項
を
決
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
（
具
体
的
な
項
目
は
政
令
に
よ
る
）
。

注
意
す
べ
き
点
は
、
計
画
区
域
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
地
区
整
備
計
画
が
な
く
て
も
地
区
方
針

を
定
め
ら
れ
る
点
、
地
区
整
備
計
画
に
つ
い
て

定
め
る
べ
き
事
項
が
選
択
で
き
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
地
区
の
物
理
的
社
会
的
な
特
性
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

計
画
対
象
区
域

は
行
わ
れ
た
区
域
と
た
っ
て
お
り
、

事
業
の
促
進
と
効
果
上
昇
を
ね
ら
う

場
合
お
よ
び
基
盤
整
備
を
前
提
と
し

て
上
物
に
関
す
る
計
画
規
制
を
主
た

る
目
的
と
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ

る
。
第
二
は
、
今
後
市
街
化
す
る
土

地
の
区
域
で
不
良
な
街
区
の
環
境
が

形
成
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
と

さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
地
域

等
に
お
い
て
乱
開
発
を
抑
制
し
、
計

画
的
な
市
街
化
を
は
か
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第

三
は
、
現
に
良
好
な
居
住
環
境
が
形

成
さ
れ
て
い
る
土
地
の
区
域
と
さ

れ
、
主
と
し
て
既
成
市
街
地
内
の
環

境
保
全
を
目
的
と
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
三

分
類
の
列
挙
の
趣
旨
は
、
対
象
を
限

定
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
極

端
に
い
え
ば
、
少
な
く
と
も
市
街
化

区
域
の
大
部
分
は
こ
の
分
類
の
ど
れ

か
に
入
る
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
地
区
計
画
区
域
内
の
具
体
的
な
制
限
の
態
様

は
．
大
別
し
て
三
段
階
に
分
か
れ
る
（
表
―
３
）
。

第
一
段
階
は
、
地
区
方
針
が
定
め
ら
れ
た
が
地

区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
段
階
（
地

区
整
備
の
全
体
的
基
本
的
方
向
付
け
が
一
般
に

了
知
さ
れ
た
段
階
）
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
．
計

画
区
域
内
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
地
区
整
備
計

画
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
が
開
発
評
可
の
場
合
の

基
準
と
さ
れ
る
一
方
、
建
築
行
為
に
つ
い
て
届

出
勧
告
制
度
に
よ
り
誘
導
を
は
か
る
段
階
、
第

表―3　地区計画による制限の段階
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計
画
事
項

　
法
律
上
は
三
分
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
市

街
地
即
発
事
業
等
の
事
業
が
行
わ
れ
る
、
ま
た

制
限
等

―



三
段
階
は
地
区
整
備
計
画
の
内
容
を
市
村
町
の

条
例
に
よ
っ
て
明
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
法
的
拘

束
力
の
あ
る
規
制
を
行
っ
て
い
く
段
階
で
あ

る
。
制
限
の
態
様
が
ど
の
段
階
ま
で
到
達
す
る

か
は
、
当
該
地
区
の
特
性
、
市
町
村
の
方
針
、

関
係
権
利
者
の
意
志
等
に
依
存
し
て
い
る
。
な

お
、
地
区
整
備
促
進
の
た
め
の
補
完
的
措
置
と

し
て
、
建
築
基
準
法
の
中
に
道
路
位
置
指
定
の

特
例
と
予
定
道
路
の
指
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
前
者
は
、
特
定
行
政
庁
が
道
路
位
置
を
指

定
す
る
場
合
は
、
地
区
整
備
計
画
の
道
路
計
画

に
即
し
て
行
う
こ
と
を
義
務
付
け
、
後
者
は
、
地

区
整
備
計
画
の
道
路
計
画
に
抵
触
す
る
部
分
の

建
築
行
為
を
制
限
す
る
た
め
に
、
特
定
行
政
庁

が
予
定
道
路
と
し
て
指
定
す
る
途
を
開
い
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
予
定
道
路
の
考
え
方
は
、
古

く
戦
前
の
市
街
地
建
築
物
法
に
よ
る
建
築
線
制

度
に
源
が
あ
る
と
聞
く
。

　
法
律
上
、
施
設
整
備
の
主
体
は
明
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
事
実
上
、
開
発
お
よ
び
建
築
事
業

者
お
よ
び
市
町
村
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合

規
制
強
化
の
反
対
給
付
は
と
く
に
考
え
ら
れ
て

い
な
い
。
こ
の
点
が
本
制
度
の
特
色
で
あ
り
、

ま
た
問
題
と
な
る
点
で
も
あ
る
。

他
都
市
の
事
例
か
ら
み
た

地
区
計
画
の
タ
イ
プ

れ
ま
で
各
自
治
体
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
プ
の
地
区
計
画
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
他
都
市
の
事
例
か
ら
み
た
地
区
計
画

の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
認

め
ら
れ
る
。

　
都
市
の
総
合
計
画
の
一
部
に
地
区
計
画
の
項

目
を
設
け
、
こ
れ
を
一
般
に
公
開
し
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
対
象
区
域
は
、
都
市
全
域
に
及
び
、

都
市
域
を
地
形
地
物
、
自
治
会
・
町
内
会
区
域

等
に
よ
り
複
数
の
計
画
区
域
に
分
け
、
地
区
毎

に
そ
の
歴
史
的
条
件
、
人
口
と
土
地
利
用
の
現

況
等
を
概
括
し
た
上
、
地
区
の
整
備
の
基
本
方

向
を
提
示
し
、
土
地
利
用
、
交
通
運
輸
。
経
済
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
教
育
文
化
、
生
活
環
境
、
保

健
医
療
、
福
祉
等
の
部
門
別
に
、
主
要
な
施
策

を
文
章
表
現
す
る
。
従
っ
て
、
個
別
の
事
業
計

画
段
階
で
は
、
さ
ら
に
計
画
に
つ
い
て
調
整
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
。
帯
広
市
に
お
い
て
は
、

総
合
計
画
策
定
段
階
で
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議

を
開
き
、
十
分
な
市
民
意
見
の
反
映
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
地
区
住
民
は
地

区
の
将
来
方
向
に
関
す
る
多
面
的
な
認
識
の
み

で
な
く
、
全
市
的
な
計
画
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
も
十
分
な
理
解
が
可
能
と
な
り
、
一
方
、
行

政
側
に
お
い
て
も
、
計
画
の
弾
力
性
を
保
持
し

つ
つ
、
総
合
的
な
施
策
展
開
が
可
能
と
な
る
利

点
が
あ
る
。

地
区
計
画
制
度
の
先
進
的
事
例
と
し
て
、
こ

　
土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
都
市
基
盤
整
備
の

た
め
の
事
業
施
行
地
区
に
お
い
て
は
、
都
市
施

設
の
整
備
が
先
行
的
に
な
さ
れ
た
後
の
上
物
建

設
に
つ
い
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分
に
な
さ

れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
事
業
の
初
期

に
お
い
て
、
上
物
建
設
に
つ
い
て
の
マ
ス
タ
ー
・

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
換
地
後

の
土
地
利
用
を
誘
導
し
て
い
く
方
法
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
、
地
権
者
の
十
分
な

協
力
を
必
要
と
す
る
が
、
上
物
建
設
の
イ
メ
ー

ジ
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
で
、
基
盤
整
備
事

業
を
よ
り
目
的
的
効
果
的
に
計
画
で
き
る
点
、

上
物
建
設
の
十
分
な
計
画
管
理
に
よ
っ
て
事
業

の
効
果
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
点
な
ど
大
き

な
利
点
が
あ
る
。
川
崎
市
新
百
合
ヶ
丘
地
区
の

場
合
、
地
区
権
利
者
の
意
識
が
高
く
、
市
と
地

権
者
の
協
力
に
よ
り
、
事
業
着
手
段
階
か
ら
最

終
段
階
ま
で
の
一
貫
し
た
計
画
管
理
を
行
お
う

と
し
て
い
る
点
で
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ

の
方
式
の
場
合
。
地
区
に
十
分
な
理
解
を
持
ち
、

地
権
者
の
意
見
を
ま
と
め
て
い
け
る
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
存
在
が
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。
公
共
団
体

が
施
行
す
る
場
合
に
は
、
計
画
の
管
理
が
容
易

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
の
対

象
項
目
と
し
て
は
、
人
口
、
建
物
の
用
途
・
構

造
・
階
数
・
密
度
等
の
他
、
業
種
構
成
等
経
済

的
条
件
そ
の
他
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
都
市
域
の
特
定
地
区
、
例
え
ば
郊
外
の
住
宅

市
街
地
が
形
成
さ
れ
っ
つ
あ
る
地
区
等
に
つ
い

て
、
地
区
内
の
基
幹
的
な
道
路
・
公
園
・
学
校
・

保
育
所
等
の
公
共
公
益
施
設
の
整
備
基
本
計
画

を
立
て
、
こ
れ
に
よ
り
開
発
行
為
等
を
指
導
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
環
境
良
好
な
市
街
地
を
形
成

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
計
画
は
必
ず
し

も
地
区
の
権
利
者
に
了
知
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
開
発
に
あ
だ
っ
て
の
ガ
イ
ド
・
プ
ラ
ン

と
し
て
行
政
指
導
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
。
こ

の
場
合
の
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
財
政
的
裏
付

け
は
行
政
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
。
図
面
に
よ
る

計
画
の
場
合
、
計
画
の
担
保
及
び
地
区
住
民
と

開
発
者
の
利
害
対
立
の
調
整
が
課
題
と
な
る
。

　
市
街
地
の
基
盤
整
備
の
た
め
、
特
定
事
業

（
土
地
区
画
整
理
事
業
等
）
の
実
施
を
予
定
し

て
も
、
事
業
着
手
前
の
個
々
バ
ラ
バ
ラ
の
開
発

・
建
築
の
た
め
、
事
業
の
実
施
が
困
難
と
な
る

傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
事
業
の
前
段
階
に
お
い

て
、
事
業
の
計
画
に
あ
わ
せ
た
道
路
・
公
園
等

の
計
画
を
用
意
し
、
開
発
・
建
築
を
そ
れ
に
沿

わ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
勝
田
市
で
は
市
街
化
区
域
を
三
二
地
区
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
画
整
理
事
業
を
前
提
と
し

た
道
路
・
公
園
・
学
校
の
配
置
計
画
が
行
政
に

整
備
主
体

三

総
合
計
画
の
地
区
へ
の
展
開
と
し
て
（
帯

広
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
地
区
計
画
等
）

特
定
事
業
の
補
助
的
計
画
と
し
て
（
川
崎

市
上
物
建
設
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
）

47

‐
特
定
事
業
を
前
提
と
し
た
基
盤
整
備
方
針

　
（
勝
田
市
地
区
整
備
計
画
等
）
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―
特
定
地
区
の
基
盤
整
備
方
針
と
し
て
（
札

幌
市
住
区
整
備
基
本
計
画
等
）

―



よ
り
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、

事
業
の
区
域
決
定
前
か
ら
、
事
業
完
了
ま
で
の

各
段
階
に
つ
い
て
、
建
築
・
開
発
を
行
政
指
導

し
て
い
る
。
施
設
の
配
置
計
画
自
体
は
③
の
方

法
と
類
似
す
る
が
、
最
終
的
に
区
画
整
理
事
業

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
思
い
き
っ
た

指
導
が
可
能
と
な
る
。

　
市
域
の
全
域
に
お
い
て
、
道
路
等
の
特
定
施

設
の
整
備
促
進
の
た
め
に
行
政
指
導
の
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
従
う
も
の
に
対
し
て
一
定
の

補
助
制
度
を
設
け
る
も
の
が
あ
る
。
都
府
県
が

市
町
村
の
取
得
す
る
用
地
費
等
に
つ
い
て
一
定

率
の
補
助
を
行
う
場
合
（
大
阪
府
細
街
路
等
整

備
事
業
助
成
要
綱
）
と
、
市
町
村
が
開
発
者
に

対
し
て
法
令
に
規
定
す
る
基
準
を
超
え
る
部
分

を
補
助
す
る
場
合
（
茨
木
市
細
街
路
等
整
備
事

業
実
施
要
綱
）
が
あ
る
。
長
期
的
か
つ
広
域
的

な
促
進
助
成
施
策
な
の
で
、
効
果
は
す
ぐ
に
は

期
待
で
き
な
い
が
、
漢
方
薬
的
な
体
質
改
善
の

方
法
と
し
て
特
色
が
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
住
民
の
意
識
が
特
に

高
い
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等

が
組
織
さ
れ
、
住
民
の
発
意
に
よ
り
（
も
ち
ろ

ん
市
町
村
の
協
力
を
必
要
と
す
る
が
）
地
区
内

く
施
策
を
展
開
す
る
の
に
対
し
て
。
こ
れ
は
対

象
地
域
を
小
地
域
に
限
定
し
て
、
総
合
的
に
施

策
を
実
施
し
て
い
く
点
で
対
照
的
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
総
合
的
な
施
策
の
方
向
性
と
内
容
は

地
区
の
特
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。

　
す
で
に
良
好
な
市
街
地
と
な
っ
て
い
た
り
、

由
緒
あ
る
歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並
ん
で
い
る

よ
う
な
地
区
に
つ
い
て
、
そ
の
景
観
や
環
境
を

保
全
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
必
要
な
規

制
や
誘
導
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
場

合
に
は
、
景
観
の
構
成
要
素
（
建
築
物
や
道
路

等
の
公
共
施
設
の
み
で
は
な
く
、
敷
地
内
の
樹

木
等
も
含
ま
れ
る
）
の
全
体
に
対
し
て
立
体
的

総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ

横
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
と
地
区
計
画

　
横
浜
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
設

定
し
、
こ
れ
と
地
区
計
画
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
ま
ず
前
提
と
な
る
土
地
利
用
関
係

の
諸
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　
土
地
利
用
関
係
の
制
度
を
大
別
す
る
と
、
法

令
に
よ
る
一
般
規
制
と
地
区
別
の
規
制
、
法
令

に
よ
る
事
業
お
よ
び
本
市
独
自
の
要
綱
・
基
準

の
四
者
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
四
者
は
、
市
域
内
の
地
区
の
特
性
を

配
慮
し
つ
つ
、
総
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
機

能
す
る
よ
う
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

制
度
中
の
主
な
も
の
の
運
用
状
況
は
表
―
４
に

示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
各
制
度
は
単
独
に

見
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
有
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
地
区
に
お
い
て
か
ら

み
合
わ
せ
て
作
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
欠
点

を
相
互
に
補
完
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
観
点
か
ら
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
を
ひ
ら
た
く
い
え
ば
、
地
域
特
性
に

応
じ
て
用
途
、
密
度
を
適
正
に
配
置
し
、
利
便

を
確
保
し
、
環
境
を
保
全
し
つ
つ
形
態
の
適
正

化
を
は
か
っ
て
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
創
出
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
相

互
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
単

独
の
解
決
で
は
不
十
分
で
あ
る
（
表
―
５
）
。

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
た

が
、
地
区
計
画
制
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ

の
面
か
ら
見
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
の
関
係
、
そ
の

二
は
、
本
市
の
現
行
制
度
と
の
関
係
で
あ
る
。

前
者
は
目
的
と
の
関
係
、
後
者
は
手
段
と
の
関

係
で
あ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
表
―
５
の
よ

う
に
整
理
さ
れ
る
。
こ
の
表
で
は
、
地
域
を
商

業
系
、
住
居
系
、
工
業
系
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
属
す
る
地
区
分
類
に
対
応
す
る
課
題
に
対
し

て
、
地
区
計
画
制
度
活
用
可
能
性
の
あ
る
も
の

を
挙
げ
て
み
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
表
―
４

の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
注

意
す
べ
き
点
は
、
地
区
計
画
制
度
は
こ
れ
ら
既

存
制
度
に
と
っ
て
代
わ
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
補
完
的
な
機
能
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る

点
で
あ
る
。
本
市
の
諸
制
度
は
都
市
計
画
法
と

建
築
基
準
法
を
前
提
と
し
て
現
実
に
則
し
て
体

系
化
さ
れ
て
お
り
、
法
の
抜
本
改
正
が
な
い
か

ぎ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
達
成
に
は
、
当
面

そ
れ
ぞ
れ
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
こ
と
を

列
挙
し
て
こ
の
稿
を
終
わ
る
。

①
地
区
計
画
と
上
位
計
画
と
の
関
係

②
地
区
計
画
策
定
方
法
（
と
く
に
地
元
の
参
加

　
方
法
）

③
地
区
計
画
の
運
用
方
法
（
と
く
に
組
織
体
制
）

④
地
区
計
画
導
入
の
具
体
的
条
件
整
理

〈
岸
田
＝
企
画
調
整
局
総
合
土
地
調
整
課
主
査

　
高
橋
＝
同
課
職
員
〉

特
定
施
設
の
整
備
促
進
の
方
式
と
し
て

　
（
茨
木
市
細
街
路
網
計
画
等
）

特
定
地
区
の
総
合
的
な
環
境
整
備
計
画

と
し
て
（
神
戸
市
真
野
地
区
等
）

四 の
環
境
整
備
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
こ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

が
市
域
全
体
に
広
く
浅

特
定
地
区
の
景
観
環
境
保
全
計
画
と
し
て

　
（
神
戸
市
北
野
地
区
等
）

る
。

の
場
合
が
、
市
街
地
の
積
極
的
な
改
変

を
通
じ
て
の
地
区
の
地
位
向
上
を
ね
ら
う
の
に

対
し
て
、
こ
の
場
合
は
現
状
を
維
持
修
復
す
る

こ
と
に
力
点
が
あ
る
。

本
市
の
土
地
利
用
関
係
の
諸
制
度
の
現
状

①

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

で
本
市
の
現
行
制
度
の
運
用
状
況
と
今

地
区
計
画
制
度
に
対
す
る

二
方
面
か
ら
の
検
討
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表－4　本市の既存制度の現状と地区計画制度による補完可能性

表5　地区レベルのまちづくり課題と地区計画制度活用の可能性
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